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真 核生 物 と バク テ リ アの 相 互 関係 は ， 多く の 生 物で 見 出 され 、 宿 主の 生 長・
繁殖 に 重 要な 役 割 を持 つ ．本 研 究で は， M o r t i e re l l a 属 菌を 宿 主 とす る 菌 類内 生
バク テ リ アに つ い て， 菌 類 内生 バ ク テリ ア 除 去株 を 作 出し ， 菌 類内 生 バ クテ リ
アが 菌 糸 生長 ， 無 性お よ び 有性 胞 子 の形 成 に 与え る 影 響を 明 ら かに す る こと を
目的 と し た．  
日本 国 内 外よ り M o r t i e re l l a 属 菌 を 計 4 4 種 2 3 4 菌 株 入手 し ，バク テ リ ア の 1 6 S  
r R N A 遺 伝 子を 標 的 とし た P C R に よ り ，菌 類 内 生バ ク テ リア の ス クリ ー ニ ング
を行 っ た ．そ の 結 果， ケ カ ビ門 菌 類 を宿 主 と する 菌 類 内生 バ ク テリ ア と して 報
告さ れ て いる B u r k h o l d e r i a c e a e - r e l a t e d  e n d o b a c t e r i a（ B R E）お よ び M o l l i c u t e s -
r e l a t e d  e n d o b a c t e r i a（ M R E） がそ れ ぞ れ M o r t i e re l l a 属 菌 1 6 種 4 9 菌 株お よ び 4
種 1 0 菌株 よ り 検出 され た ．ま た，検 出 され た B R E お よ び M R E の 分子 系 統 解 析
を行 っ た 結果 ， B R E は 3 つ のク レ ー ド （ M o r B R E  g r o u p  A， B お よび C） を 形 成
し， ま た ， M R E は 2 つ のク レ ー ド を 形 成す る こ とが 明 ら かに な っ た．  
B R E の 無 性 胞 子 を 介 し た 垂 直 伝 搬 の 有 無 を 検 証 す る た め ， B R E を 保 有 す る
M o r t i e re l l a 属 菌 1 2 種 1 6 菌株 よ り 胞子 嚢胞 子（ 無 性 胞子 ）を 単離 し ，得 ら れた
単胞 子 嚢 胞子 分 離 株に お け る B R E の 有無 を P C R に よ り 確認 し た ．そ の 結 果，
1 6 菌 株す べ て にお いて 胞 子 嚢胞 子 を 介し た B R E の 移行 が確 認 さ れた （ 移 行率
7 5 - 1 0 0 %）．また ，M o r t i e re l l a 属菌 2 種 3 菌株（ M o r t i e re l l a  b a s i p a r v i s p o r a  E 1 4 2 5，
M o r t i e re l l a  p a r v i s p o r a  Y T M 3 9 お よ び E 2 0 1 0） を供 試 し ，抗 生物 質 処 理（ シ プ ロ
フロ キ サ シン ）に よ る除 去 株 の作 出 を 試み た 結 果 ，3 菌株 すべ て に おい て ，B R E
除去 株 を 確立 す る こと に 成 功し た ．こ れら の こ とか ら ，B R E は M o r t i e re l l a 属 菌
の胞 子 嚢 胞子 を 介 して 垂 直 伝搬 す る こと ， そ して ， シ プロ フ ロ キサ シ ン 処理 が
B R E 除去 株 の作 出 に有 効 な こと が 明 らか に な った ．  
B R E の有 無 が宿 主 の菌 糸 生 長お よ び 無性 胞 子 の形 成 に 与え る 影 響を 検 証 した ．
供 試 菌 株 と し て ， M .  b a s i p a r v i s p o r a  E 1 4 2 5， M o r t i e re l l a .  e l o n g a t a  F M R 2 3 - 6，
M o r t i e re l l a  s p .  Y T M 2 3， M .  p a r v i s p o r a  Y T M 3 9 およ び E 2 0 1 0 の 4 種 5 菌株 を 用 い
た． B R E 保有 株 お よび 除 去 株 の 1 0， 2 0 お よ び 3 0℃に お ける 菌 糸 生長 速 度 を計
測し た 結 果， 3 0℃ にお い て ， M .  e l o n g a t a  F M R 2 3 - 6 の B R E 保有 株 は除 去 株 と 比
較し て 有 意に 菌 糸 生長 が 早 かっ た ． しか し ， それ 以 外 の 供 試 菌 株お よ び 温度 条
件に お い て ，B R E の 有無 は 宿 主の 菌 糸 生長 に 影 響し な か った ．ま た ，M o r t i e re l l a  
s p .  Y T M 2 3 お よび M .  p a r v i s p o r a  Y T M 3 9 に 関 して ， B R E の有 無 が 胞子 嚢 形 成に
与え る 影 響を 比 較 した が ， B R E の 有 無に 関 わ らず 胞 子 嚢形 成 は 確認 さ れ た．さ
らに ，こ れら 2 菌 株に 関 し て， B R E 保有 株 お よび 除 去 株 が 形 成 した 胞 子 嚢胞 子
の 発 芽 率 も 比 較 し た が ， B R E の 有 無 は 胞 子 嚢 胞 子 の 発 芽 率 に 影 響 し な か っ た ． 
T- R F L P（ Te r m i n a l  R e s t r i c t i o n  F r a g m e n t  L e n g t h  P o l y m o r p h i s m）解 析に よ り，単
一 宿 主 内 に 複 数 の B R E が 共 存 し て い る か を 検 証 し た ． B R E が 検 出 さ れ た
M o r t i e re l l a 属 菌 9 種 1 0 菌 株を 供 試 し ， H h aⅠ 処 理に よ る T- R F L P プロ フ ァ イル
を取 得 し た． そ の 結果 ， M .  p a r v i s p o r a  E 2 0 1 0 に おい て の み， g r o u p  A お よ び C
に属 す る 2 系 統 の B R E が検 出 され た．また ，M .  p a r v i s p o r a  E 2 0 1 0 の単 胞 子 嚢 胞
子分 離 株 にお い て，g r o u p  A お よび C の 両方 ，g r o u p  A ま た は C の みの 3 種 類 の
T- R F L P プ ロフ ァ イ ル が 確 認 され た ．  
M o r t i e re l l a 属 菌 の 交配 試 験 を行 う 上 で，交 配型 の 判 別 は重 要 で ある ．そ のた
め ， 交 配 型 が 既 知 で あ る M .  p a r v i s p o r a の テ ス タ ー 株 （ C B S 3 1 5 . 6 1 お よ び
C B S 3 1 6 . 6 1）を 基 準 とし て 交 配試 験 を 行う こ と によ り ，供 試菌 株 の 交配 型 を 判別
した ． 供 試菌 株 に は M .  b a s i p a r v i s p o r a また は M .  p a r v i s p o r a とし て 分 子同 定 さ
れ た 11 菌株 を 用 い た． そ の 結果 ， 11 菌株 中 3 菌 株 （ Y T M 3 9， Y T M 1 2 8 お よ び
N B R C 1 0 4 5 5 3）に 関 して は ，テ ス ター 株 との 交 配 試験 に 備 えた 前 培 養時 に 単 独で
接合 胞 子（ 有性 胞 子 ）を形 成 し たこ と か ら ，ホ モ タ リズ ム を 示す 新 種 M o r t i e re l l a  
s u g a d a i r a n a と し て 提唱 し た．ま た，M .  s u g a d a i r a n a を除 く 8 菌株 中 3 菌 株（ E 1 4 2 5，
E 1 4 3 9 お よび E 2 0 1 0）に 関 し ては ，C B S 3 1 6 . 6 1 と 交 配 する こ と で 接 合 胞子 を 形 成
した こ と から M .  p a r v i s p o r a で ある こ と が確 認 さ れた ．  
生 殖 様 式 お よ び 交 配 型 が 判 別 で き た M .  s u g a d a i r a n a  Y T M 3 9， M .  p a r v i s p o r a  
E 1 4 2 5 お よび E 2 0 1 0 を対 象 に B R E の 有 無が 接 合 胞子 形 成 に与 え る 影響 を 検 証し
た ．そ の 結 果，Y T M 3 9 で は ，B R E 保 有 株（ g r o u p  C）に お いて ，接 合 胞子 形 成 が
確認 さ れ なか っ た が， 除 去 株で は 接 合胞 子 形 成が 確 認 され た ． また ， E 1 4 2 5 で
は， 接 合 胞子 形 成 は B R E 除 去株 と 比 較す る と B R E 保 有 株（ g r o u p  A） に お いて
より 多 く 確認 さ れ た ．さら に ，E 2 0 1 0 では ，B R E 保 有 株（ g r o u p  A / C ま たは g r o u p  
A のみ）お よび B R E 除去 株 にお い て，接合 胞 子 形成 が 確 認さ れ た が，B R E 保有
株（ g r o u p  C の み ）にお い て 接合 胞 子 形成 は 確 認さ れ な かっ た ．以 上よ り ，本研
究で は ， M o r t i e re l l a 属 菌を 宿 主 とす る 菌類 内 生 バク テ リ ア が 接 合 胞子 形 成 を 制
御す る こ とを 明 ら かに し た ．  
